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雑誌制作の現場にLCDモニターを導入。DTPに必要な色再現性

と安定性はもちろん、より良い作業環境が得られた。

　1995年頃から同社では入稿作業の効
率化、コスト削減の考えから色校正の
廃止を検討しており、1997年頃より色
校正の廃止に本格的に取り組み始め
た。そして1999年には色校正を原則廃
止。2000年頃からはICCプロファイルを
使ったCTP印刷の作業フローをいち早
く導入した。このような流れの中で、
モニターに求められる表示性能はより
一層高くなっていった。

DTPに使用できるLCDモニ

ターを待っていた

　CTP印刷を始めた当時、同社はEIZO
のCRTとキャリブレーターを導入し、
モニターで色をシミュレートできる環

境を整備した。これにより安定した色
を得られ、雑誌の品質の向上に繋がっ
たと制作部部長の山村氏は評価する。
「しかし同時にこの頃から既に『次は
LCDを』と決めていました。」（山村
氏）その頃使用していたCRTは21イン
チと大きく、机の上がモニターだけで
埋まってしまうというスペース性の問
題があった。またISO14001を取得して
いたことにより、地球環境保全の視点
からもできるだけ早くCRTをLCDに置
き換える必要があった。　　　
　しかし、DTPに使用するのに適した
LCD、つまり正しい色再現ができ、カ
ラーマネージメントにも対応している
製品は当時まだ無く、「EIZOが開発し
てくれることを期待して待っていまし
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た」と山村氏。そして2003年、同社に
EIZOのColorEdgeが導入された。

CRTでは作業スペースを確保して設置するため
に、向い合う机同士は間を空けて配置されている。



ColorEdgeは色が安定している

　ColorEdgeについて山村氏は「DTPに
はまず、色が正しく出ることが求めら
れます。ColorEdgeは視野角が広く、色
が非常に正確に表示されますね。特に
『黒が締まる』とデザイナーにも好評
です」と評価する。さらに「CRTより
も製品自体の値段は高いですが、消費
電力の少なさをはじめとするメリット
を考えるとコストパフォーマンスが高
いですね」と山村氏。

キャリブレーションが簡単で業

務負担も軽減

　制作管理本部部長の味岡氏は、
「ColorEdgeのキャリブレーションでは
細かい項目の設定が不要で、CRTに比
べて作業が簡単です。時間も短くな
り、キャリブレーションによる業務負
担が軽減されました」と話す。さら
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同じ机に置かれたＣＲＴ（手前）とＬＣＤ（奥）。LCD
の背面にはPCが設置されているにも関わらずまだ
これだけのスペース差がある。

に、DTPに使用するモニターに必要な
もう一つの要素である安定性について
もColorEdgeを評価する。「キャリブ
レーションでかなり精度の高い色表現
ができ、色のブレが少ないので表示が
信用できます。色が安定しているの
で、CRTに比べてキャリブレーション
する頻度が少なくなりました。」（味
岡氏）

オフィス環境の改善などのメ

リットも

　導入してみると、表示性能以外のメ
リットも多かった。CRTからLCDへの
置き換えにより机の上の作業スペース
が大幅に広くなり、従来は別の机に置
いていたパソコンを、モニターと同じ
机の上に置くこともできるようになっ
た。また、一番顕著だったのは、室内
温度。「導入するまで深く意識してい
ませんでしたが、室内の温度がこんな
にも変化するかと実感し、驚きまし
た」と山村氏。さらに味岡氏は、ケー
ブルの接続についてもLCDのメリット
を挙げる。「キャリブレーションのた
めにモニターにUSBケーブルを繋ぐ
際、画面部分を回転させてコネクタ接
続部分が横にくるように動かせば、楽
に接続ができます。こういった部分
も、LCDはCRTに比べてずいぶん扱い
やすいですよね。」（味岡氏）

　今後も徐々にColorEdgeへのリプレイ
スを進めていきたいという山村氏。現
在、同社の雑誌の約3割にCTP印刷が導
入されているが、来年には４割から5割

に増やし、最終的には全面的にCTP印
刷にしていきたいと考えている。「そ
のためにもますます色管理の精度、安
定性が大切になってくると考えていま
す。」（山村氏）


